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要 約 
 

 2021（令和 3）年度大学入学共通テストの公民の第 1 日程では、「倫理」と「政治・経
済」の科目間で平均点差が 20 点以上となり、得点調整判定委員会で試験問題の難易差に
基づくものと認められ、公民の科目間で得点調整が行われた。平均点に差をもたらす要因
は、試験問題の難易差に限らず、例えば受験者の科目間の学力差も平均点差の原因となり
得るため、受験者の科目間の学力差の影響を考慮して試験問題の難易差を議論する様々な
方法が提案されている。「倫理」と「政治・経済」のデータは、「倫理、政治・経済」のデ
ータと併せると、共通項目デザインのデータとなるため、共通項目デザインを前提とした
方法を適用することが可能である。本稿では、「倫理」「政治・経済」「倫理、政治・経済」
のデータに項目反応理論を適用し、「倫理」と「政治・経済」の試験問題の難易差を検討し
た。その結果、以下のことがわかった。まず、「公民の学力」を「大学入学共通テストの公
民のテストで測られる能力」としたとき、2021（令和 3）年度の第 1日程では、「倫理」の
試験に比べ「政治・経済」の試験は難しい項目が多く、「倫理」の受験者に比べ「政治・経
済」の受験者の「公民の学力」は平均的に低かった。その結果、「倫理」と「政治・経済」
の平均点差が拡大してしまった。次に、項目反応理論を利用して同じ程度の「公民の学力」
で得られると考えられる得点を比較したところ、「政治・経済」よりも「倫理」の方が高い
得点であることがわかった。第三に、項目反応理論の true score equating を利用して、
「公民の学力」の影響を考慮して「倫理」と「政治・経済」の等化を行うことを試み、そ
の結果、得点に 20点近くの加算があり得ることがわかった。以上の分析は、共通項目デザ
インのデータに適用したが、地理歴史、理科②などの共通受験者デザインのデータにも適
用することができる。 
 

キーワード：大学入学共通テスト、公民、共通項目デザイン、項目反応理論、等化 
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1 はじめに 
 

 2021（令和 3）年度の大学入学共通テスト（以
下，「共通テスト」とする。）の公民の第 1日程で
は、「倫理」と「政治・経済」の科目間で平均点差
が 20 点以上となり、得点調整判定委員会で試験
問題の難易差に基づくものと認められ、得点調整
が行われた。平均点に差をもたらす要因は試験問
題の難易差に限らず、例えば受験者の科目間の学
力差も平均点差の原因となり得る。受験者の科目
間の学力差の影響を考慮して試験問題の難易差を
議論する方法には、(1) 前川（2020，2022）のよ
うに、加算モデルを用いて、平均点を試験問題の
難易度と科目選択者群の学力に分解する方法、(2) 

石岡（2011，2022）のように、選択しなかった科
目の得点を欠測とし、ランダムフォレストを用い
て補完する方法、(3) 同じく、選択しなかった科目
の得点を欠測とするが、荘島（2022）のように完
全情報最尤推定法を用いて周辺化する方法、(4) 

吉村・荘島（2004）や荘島他（2022）のように、
傾向スコアにより調整した共変量を用いて学力差
を考慮する方法、(5) 大津（2011）のように、科
目得点の背後に 1次元の共通因子を仮定する方法
などがある。これらの方法では、観測されたデー
タとして科目のテスト得点を使用し、項目への正
誤の情報は使用しない。 

 ところが、共通テストおよび大学入試センター
試験（以下，「センター試験」とする。）の「倫理」
と「政治・経済」には、「倫理」および「政治・経
済」と項目を共有する「倫理、政治・経済」とい
う科目が 2012（平成 24）年度以降出題され、毎
年 4万人以上が「倫理、政治・経済」に解答して
いる。このことは、「倫理」と「政治・経済」の試
験が共通項目デザイン（common-item design, 
CID）（荘島，2009）で実施され、「倫理」と「政
治・経済」の科目間で等化が可能になっているこ
とを意味する。これを利用し、橋本（2021）は 2021

（令和 3）年度第 1日程の「倫理」と「政治・経
済」の平均点差について、「倫理は公民の学力の若
干低い層が若干難しい問題に解答し、政治・経済
は公民の学力のある程度低い層がある程度難しい
問題に解答したために、平均点が大きく開いてし
まったと考えられる。」と報告した。ただし、この

報告は、正答率の比較のみを根拠とした分析によ
るものである。 

 共通項目デザインで実施されたテストで、受験
者の学力差の影響を考慮してテストの難易差を議
論するためには、項目反応理論（item response 
theory, IRT）がしばしば適用される。IRTは、項
目ごとに困難度を推定できるだけでなく、受験者
の能力（本稿では「公民の学力」に相当）という
潜在変数を仮定した議論が可能であるという利点
をもつ。さらに「受験者の能力」という困難度の
指標と同じ尺度上の別の潜在変数を仮定すること
によって、困難度の指標を受験者の能力分布と独
立に定義できるという利点がある。これは、受験
者のグループごとの能力分布の差を考慮した分析
ができることを意味する。冒頭で述べたように、
平均点に差をもたらす要因は、試験問題の難易差
に加え、受験者の学力差があり得るため、後者の
影響を除いて試験問題の難易を議論するためには、
IRTを用いた、能力に依存しない困難度指標が必
要となる。 

 IRTの適用により、「倫理」受験者と「政治・経
済」受験者の能力分布の差を推測できるだけでな
く、能力分布に差があっても、同じ得点が同じ能
力を示すように、テストを等化することもできる。
テストの等化には様々な方法が提案されているが、
observed score equatingと true score equating

に大別することができる（Kolen & Brennan, 
2014）。observed score equatingとは、等百分位
法のように累積分布関数をそろえる等化方法であ
る。true score equatingとは、何らかの理論上の
変数を誤差なく測定した「真の得点」をそろえる
等化方法である。特に、IRT による true score 
equating（Lord, 1980; Lord & Wingersky, 1984）
では、「能力パラメータ」の真の得点をそろえる。
Kolen & Brennan（2014）によれば、IRT observed 
score equatingに比べて IRT true score equating

には、利点として、(a) 計算が容易である、(b) 変
換が能力パラメータの分布に依存しない、の 2点
が挙げられ、欠点として、値をそろえる真の得点
を実際に得ることはできないことが挙げられてい
る。確かに能力パラメータの真の得点を得ること
は不可能であるが、IRT true score equatingの 2

点のメリットは、そのデメリットを上回るもので
あると考えられる。また、Kolen & Brennan（2014）
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は、IRTの 3パラメータ・ロジスティック・モデ
ルに基づく true score equatingの欠点として、当
て推量パラメータの推定値の和を下回る得点や、
満点では、能力パラメータの真の得点を推定でき
ず、等化ができないことを挙げている。しかし、
下方の得点については、2 パラメータ・ロジステ
ィック・モデルを用いることでこの問題を回避で
きる。また、満点は、大学入試センターの得点調
整が「変換前の満点は変換後の満点に」という変
換を行っているため、変換前の満点に対応する能
力パラメータ推定値が得られなくても、この方針
を適用し、満点に変換すればよいと考えられる。
さらに、たとえ 2パラメータ・ロジスティック・
モデルを用いても、満点と同様に 0点に対応する
能力パラメータ推定値も得られない。しかし、満
点の場合と同様に、「変換前の 0点は変換後も 0点
になるように」という大学入試センターの得点調
整の変換方針を適用し、変換前の 0点は変換後も
0点とすればよいと考えられる。 

 本稿では、2021（令和 3）年度第 1日程の「倫
理」と「政治・経済」について、IRTの 2パラメ
ータ・ロジスティック・モデルを適用し、受験者
の「公民の学力」の差を分離した「倫理」と「政
治・経済」の難易差を議論する。また、IRT true 
score equatingを行い、受験者の「公民の学力」
の差を分離したときの「倫理」と「政治・経済」
の等化を試みる。 
 

2 方法 
 

2.1 データ 

 2021（令和 3）年度共通テストの「倫理」「政治・
経済」「倫理、政治・経済」の第 1日程試験のデー
タに対し、正答を 1、誤答を 0、解答科目中にない
項目への正誤を欠損値として使用した。2021（令
和 3）年度共通テスト第 1日程の「倫理」の項目
数は 33、「政治・経済」の項目数は 31であった。
「倫理、政治・経済」の試験問題は、「倫理」に存
在する試験問題の一部と、「政治・経済」に存在す
る試験問題の一部で構成され、2021（令和 3）年
度共通テスト第 1 日程では「倫理」の 16 項目と
「政治・経済」の 17項目から構成されていた。そ
のため、「倫理」「政治・経済」「倫理、政治・経済」

のデータを同時に扱えば、共通項目デザインを適
用した試験が行われていることになる。 

 共通テストでは「倫理」と「倫理、政治・経済」、
および「政治・経済」と「倫理、政治・経済」を
同時に受験することはできない。しかし、「倫理」
と「政治・経済」を同時に受験することは可能で
あるため、「倫理」と「政治・経済」の 2科目を受
験した受験者のデータも少数ながら存在する。し
たがって、分析対象のデータのイメージは図 1の
ようになる。それぞれの条件の受験者数は図 1を
参照されたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2.2 モデル 

 本稿のデータに対して、IRTの代表的なモデル
である 2パラメータ・ロジスティック・モデルを
適用した。2 パラメータ・ロジスティック・モデ
ルは、識別力パラメータが aj、困難度パラメータ
が bjである項目 jに、能力パラメータの値が θiで
ある受験者 iが正答する確率 P (Xij＝1 | θi, aj, bj )

を次の式でモデル化する。 

 P (Xij＝1 | θi, aj, bj ) ＝ 
1

 1＋exp{－1.7aj (θi－bj )}   

 (1) 

 識別力パラメータ ajに定数 1.7が掛けられてい
るため、aj＝1、bj＝0という項目では、θiの関数と

「倫理」 「政治・経済」 

非共通問題 

(17項目) 
共通問題 

(16項目) 
共通問題 

(17項目) 
非共通問題 

(14項目) 

「倫理」 

19,820名 

  

 

 

 

 

 

 

 

「倫理、政治・経済」 

42,948名 

 

 

 

 

 

 

 

「政治・経済」 

45,188名 

「倫理」「政治・経済」2科目受験 135名 

図 1 データのイメージ 



4 大学入試センター研究紀要 No.49, 2024 

しての正答確率（項目特性曲線）が標準正規分布
の累積分布関数に非常に近いものとなる。 

 本稿では、IRTの能力パラメータが「公民の学
力」を表しているものとし、「公民の学力」を「共
通テストの公民のテストで測られる能力」と定義
する。その分布は、受験した科目に関わらず、「倫
理」「政治・経済」「倫理、政治・経済」のうちい
ずれかを受験した全分析対象者の母集団平均が 0、
母集団標準偏差が 1であることを仮定した。 

2.3 前提の確認 

 IRTの 2パラメータ・ロジスティック・モデル
では、1 次元の能力パラメータを仮定している。
本稿では、「倫理」「政治・経済」「倫理、政治・経
済」をまとめたデータの 1次元性を確かめるため
に、全 64項目間の四分（テトラコリック）相関係
数を計算し、固有値分解を行い、スクリープロッ
トを確認した。これに加え、内的一貫性を確かめ
るために、四分相関係数、四分点相関係数（ファ
イ係数）、共分散を用いて、アルファ係数およびオ
メガ係数を計算した。 

 また、IRTの 2パラメータ・ロジスティック・
モデルでは、能力パラメータを所与とすれば、項
目への正誤が条件付き独立となる、局所独立性を
仮定している。本稿では、局所独立性を満たさな
い程度（つまり局所依存性の程度）の指標として、
Yen（1984）の Q 3統計量を計算した。Q 3統計量
とは、受験者の実際の正誤を 1および 0とし、そ
こから IRT で推定されるその能力の受験者の正
答確率の推定値を差し引いた残差を計算し、残差
どうしの相関係数として計算されるものである。 

2.4 パラメータの推定 

 本稿のデータは、例えば「倫理」受験者の「政
治・経済」の項目の正誤、「倫理、政治・経済」受
験者の「倫理」の非共通問題の正誤など、欠損値
を含んでいる。したがって、IRTのパラメータを
推定する際には、欠損値を含んだままの矩形の項
目反応パターン行列から一度に推定する方法であ
る同時尺度調整法（川端，2014）を適用した。同
時尺度調整法には、等化係数を求める手続きが不
要であること、既存の IRT用プログラムのほとん
どで実行可能であることなどの利点がある。 

 分析の実行には BILOG-MG（バージョン

3.0.2327.2）を使用し、図 1の 4群に多母集団を
仮定して、2 パラメータ・ロジスティック・モデ
ルを適用した。ただし、「倫理」受験者、「政治・
経済」受験者、「倫理、政治・経済」受験者の間に
「公民の学力」の差があると考えられるため、全
体を通じて能力パラメータの分布の平均が 0、標
準偏差が 1となるように仮定した上で、それぞれ
の受験者集団の能力パラメータの平均を推定し、
集団の「公民の学力」の高低を検討した。 

2.5 「倫理」と「政治・経済」の比較と等化 

 2.2節の式(1)は、項目パラメータの値が ajと bj

である項目に、能力パラメータの値が θiである受
験者が正答する確率を示している。これに、項目
jの配点 wjを乗じ、全項目について合計した、 

𝑇ሺ𝜃௜ሻ ൌ෍𝑤௝𝑃ሺ𝑋௜௝ ൌ 1|𝜃௜ ,𝑎௝ ,𝑏௝ሻ
௝

 (2)

は、能力パラメータの値が θiである受験者の、科
目得点の推定値と解釈できる。この得点は、共通
テストが返している配点で重みづけされた得点に
対応している。𝑇ሺ𝜃௜ሻを θiの関数としたもののこと
を、テスト反応関数（test response function, TRF） 
という（図 2）。「倫理」と「政治・経済」について
TRFを計算し、能力の同じ受験者が「倫理」と「政
治・経済」を受験したときに取れると考えられる
得点を比較した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 科目間の難易を比較する際、同じ能力の受験者
の得点ではなく、受験者集団の平均点がしばしば
比較される。そこで、全分析対象者の能力パラメ
ータの分布を標準正規分布で近似し、TRFに標準

科目得点 

 

図 2 テスト反応関数（test response function, TRF） 
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正規分布の確率密度関数を乗じ、能力パラメータ
を積分消去し、科目得点の期待値を計算した。こ
れは、それぞれの試験を全分析対象者が解答した
ときの予想平均点に相当する。 

 TRFを利用すると、「政治・経済」で Yi点を取
った受験者の能力（𝜃௜という変数であるとする）
の値が𝜃෠௜と推定されたとき、能力の値が𝜃෠௜である
受験者の「倫理」の𝑇൫𝜃෠௜൯を求めることで、「政治・
経済」と「倫理」の等化が可能となる。本稿では、
「政治・経済」と「倫理」の項目から、「公民の学
力」という能力パラメータの真の得点の推定値𝜃෠௜
を求め、以下の手順で IRT true score equatingを
行った。 

 1. Yi =0から 100について、「政治・経済」の
項目（項目通番 34から 64）で、方程式 

෍ 𝑤௝𝑃ሺ𝑋௜௝ ൌ 1|𝜃෠௜ ,𝑎௝ ,𝑏௝ሻ

଺ସ

௝ୀଷସ

ൌ 𝑌௜ 

の解となる𝜃෠௜を、二分法アルゴリズムで求める。 

 2. 上で求めた𝜃෠௜と、「倫理」の項目（項目通番
1から 33）のパラメータ推定値を、 

𝑌෠௜ ൌ෍𝑤௝𝑃ሺ𝑋௜௝ ൌ 1|𝜃෠௜ ,𝑎௝ ,𝑏௝ሻ

ଷଷ

௝ୀଵ

 

に代入し、𝑌෠௜を求める。 

 3. 「政治・経済」の点 Yiは「倫理」の𝑌෠௜点に
相当するとして等化を行う。ただし、𝑌෠௜は四
捨五入して整数に丸める。 

 

3 結果 
 

3.1 前提の確認 

 IRTの適用に先立ち、「倫理」「政治・経済」「倫
理、政治・経済」をまとめたデータの 1次元性を
確かめるために、全 64項目間の四分（テトラコリ
ック）相関係数を計算し、固有値分解を行った（図
3）。その結果、第 1次元の寄与率は 22.0％である
ものの、第 2次元以降の変化はなだらかであった。
また、内的一貫性を計算した結果、四分相関係数、
四分点相関係数（ファイ係数）、共分散から計算し
たアルファ係数はそれぞれ、0.935、0.882、0.872

であり、オメガ係数はそれぞれ、0.937、0.883、
0.874 であった。したがって、本稿のデータは 1

次元の能力を測定していると仮定して差し支えな
いと考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 局所依存性の指標である Q 3統計量の値は、最
大でも、「倫理」の項目 18と「政治・経済」の項
目 14 の間の 0.277 にとどまった。したがって、
どの項目間でも局所独立性の仮定は満たされてい
るとして差し支えないと考えられる。 

3.2 項目パラメータ推定値 

 2 パラメータ・ロジスティック・モデルを適用
した「倫理」および「政治・経済」の項目パラメ
ータの推定値は、表 1および表 2のようになった。
表 1および表 2において、「倫理、政治・経済」に
も設問番号のある項目は、「倫理、政治・経済」と
の共通項目である。 

 表 1より、「倫理」の 33項目のうち、困難度パ
ラメータの推定値が正の値になったものは 6項目
で、困難度パラメータ推定値の平均は－1.092、標
準偏差は 1.041であった。これに対し、表 2より、
「政治・経済」の 31項目で困難度パラメータの推
定値が正の値になったものは 12 項目で、困難度
パラメータ推定値の平均は 1.549、標準偏差は
9.817であった。設問番号 1と 8の困難度パラメ
ータ推定値が極端に大きな正の値であるため、こ
れら 2 項目を除いた 29 項目で平均および標準偏
差を計算したところ、それぞれ－0.359、1.077で
あった。困難度パラメータが正であることは、θiの
値が 0、すなわち能力パラメータが平均的な値で
ある受験者の正答する確率が 50％に満たない、難
しい項目であることを意味する。したがって、「倫
理」に比べ「政治・経済」は難しい項目が多かっ
たといえる。 

 

図 3 固有値のスクリープロット（10次元まで） 
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 前述のとおり、「政治・経済」の設問番号 1と 8

で、困難度パラメータの推定値が極端に高くなっ
ていた。この 2項目の正答率はそれぞれ 30.8％お
よび 17.3％（設問 8の正答率は「倫理、政治・経
済」受験者も含む）であった。ただし、正誤と科
目得点との相関は小さく、双列相関係数の値はそ
れぞれ 0.071および－0.020であった。この 2項
目は難しい項目というより、「政治・経済」の他の
項目と多少異なる方向性をカバーする項目であっ
た可能性がある。 

3.3 能力パラメータ推定値 

 科目ごとの、受験者の能力パラメータの母集団
平均および母集団標準偏差の推定値は表 3のよう
になった。能力パラメータの値は、高いほどそれ

ぞれの項目に正答する確率が高くなる。したがっ
て、この平均が高い集団は、「倫理」と「政治・経
済」のそれぞれの科目が、「公民の学力」という同
じ 1次元の学力を測定していると仮定した場合に、
学力の高い集団であるといえる。「倫理」受験者の
能力パラメータの母集団平均の推定値は 0.038、
「政治・経済」は－0.390であった。したがって、
「倫理」「政治・経済」「倫理、政治・経済」の受
験者の中で、「倫理」は「公民の学力」が平均より
若干高い集団が受験し、「政治・経済」は「公民の
学力」が平均より低い集団が受験していたといえ
る。また、「倫理、政治・経済」受験者の能力パラ
メータの母集団平均の推定値は 0.394であり、「倫
理、政治・経済」は「公民の学力」の高い集団が
受験していたといえる。 

表 1 「倫理」の項目パラメータ推定値 

「倫理」 
問題番号 

「倫理」 
設問番号 

「倫理、政治・経済」 
設問番号 

配点 
（「倫理」） 識別力 困難度 

第 1問 
 

1 1 3 0.433 －0.550 
2 2 3 0.730 －2.210 
3 3 3 0.707 －0.584 
4 4 3 0.807 －2.720 
5  3 0.695 －0.919 
6  3 0.360 0.117 
7  3 0.523 0.356 
8  3 0.814 －2.065 

第 2問 

9 5 3 0.626 －1.471 
10 6 3 0.773 －0.826 
11  3 0.916 －1.252 
12 7 3 0.993 －0.824 
13  3 0.469 －0.690 
14 8 3 0.256 1.070 
15  3 0.888 －0.590 
16  3 1.004 －1.815 

第 3問 

17  3 0.650 －0.956 
18 9 3 0.207 1.136 
19 10 3 0.842 －2.107 
20 11 3 0.756 －0.908 
21  3 0.958 －1.227 
22  3 0.371 0.000 
23  3 0.541 －2.241 
24 12 3 0.542 －2.182 

第 4問 

25  3 0.606 0.642 
26  2 0.299 －0.984 
27  3 0.689 －2.190 
28 13 4 0.460 －0.606 
29  3 1.288 －2.689 
30 14 3 0.822 －2.346 
31  3 0.920 －2.112 
32 15 3 0.721 －0.734 
33 16 4 0.410 －1.564 
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3.4 能力別得点推定値 

 TRFの計算に先立ち、IRTの能力パラメータの
推定値は配点の重みなしで推定されたものである
のに対し、ここでは実際の共通テストと同様に配
点の重みをつけた得点を推定しているため、2.5

節の式(2)を用いて IRT を介して得られた得点推
定値と、実際の得点との一致度を調べた。得点の
推定値と実際の得点の差のヒストグラムは、「倫理」

「政治・経済」「倫理、政治・経済」の順に、図 4

～6 のようになり、五数要約および平均値は表 4

のようになった。「倫理」と「政治・経済」の得点
推定値は実際の得点よりやや高く、「倫理、政治・
経済」の得点推定値は実際の得点よりやや低い傾
向があるものの、差の平均値は 2点以内に収まり、
四分位範囲も 7点以内に収まっている。また、実
際の得点、得点推定値、配点を一律 1点にしたと
きの合計正答数の推定値、能力パラメータ推定値

表 2 「政治・経済」の項目パラメータ推定値 

「政治・経済」 
問題番号 

「政治・経済」 
設問番号 

「倫理、政治・経済」 
設問番号 

配点 
（「政治・経済」） 識別力 困難度 

第 1問 

1  3 0.098 4.505 
2  4 0.530 0.079 
3  3 0.502 －1.163 
4  4 0.178 1.107 
5  3 0.459 0.472 
6  3 0.226 1.476 
7  4 0.129 0.837 

第 2問 

8 17 3 0.017 53.938 
9 18 3 0.355 －0.289 

10 19 4 0.359 －0.049 
11  3 0.644 －0.854 
12 20 3 0.260 －1.679 
13 21 4 0.548 －0.656 
14  3 0.475 －0.104 
15 22 3 0.200 1.362 

第 3問 

16 23 3 0.579 －1.144 
17 24 3 0.361 －0.680 
18 25 3 0.624 0.765 
19 26 4 0.287 1.068 
20  3 0.452 0.811 
21  3 0.657 －0.028 
22 27 3 0.188 －0.933 
23 28 4 0.486 －0.043 

第 4問 

24 29 3 0.645 －1.849 
25  3 0.427 0.593 
26  3 0.674 －1.703 
27 30 4 0.534 －1.287 
28  4 0.922 －1.593 
29 31 3 0.304 －1.007 
30 32 2 0.582 －2.008 
31 33 2 0.652 －1.919 

 
表 3 科目ごとの受験者の能力パラメータ分布の推定値 

科目 受験者数 平均 標準偏差 

「倫理」 19,820 0.038 1.020 

「政治・経済」 45,188 －0.390 0.882 

「倫理、政治・経済」 42,948 0.394 0.948 

「倫理」「政治・経済」2科目選択 135 －0.440 0.891 

全体 108,091 0.000 1.000 
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の相関係数行列は表 5のようになった。いずれの
科目も相関係数は 0.96を上回っており、実際の得
点と推定値との間の相関は非常に強いといえる。 

 「倫理」と「政治・経済」について TRFを計算
したところ、図 2のようになった。θi＝－3.07ま
では、同じ能力パラメータの受験者では「倫理」
より「政治・経済」で高い科目得点が取れること
が推定されていたが、θi＝－3.07 を超えると「倫
理」の方が高い科目得点を取れるように推定され

た。平均的な受験者の能力といえる θi＝0 で比較
すると、「倫理」の科目得点推定値が 74.60点であ
るのに対し、「政治・経済」の科目得点推定値は
56.03点であり、18.57点の差が開いていた。「倫
理」と「政治・経済」の科目得点差が最も開いた
のは θi＝0.15のときであり、「倫理」の科目得点推
定値が 76.76点、「政治・経済」の科目得点推定値
が 58.13点で、その差は 18.63点であった。 

 全分析対象者の能力パラメータの分布を標準正
規分布で近似し、科目得点の期待値を計算した結
果、「倫理」は 71.45 点、「政治・経済」は 55.00

点で、その差は 16.44点であった。 

 「倫理、政治・経済」の TRFは「倫理」と「政
治・経済」の間くらいであった。「倫理、政治・経
済」の科目得点の観測された平均は 69.26点であ
り、「政治・経済」の 49.87点に比べ、「倫理」の
71.96 点にかなり近いが、能力パラメータの値が
同じところで比較すると、「倫理、政治・経済」の
難しさはさほど「倫理」に近いわけではないこと
がわかった。全分析対象者が解答したときの予想
平均点は 64.15 点であり、「倫理」の期待値より
7.30点低いものであった。 

表 4 IRTによる得点推定値と実際の得点の差の記述統計 

科目 最小値 25％点 中央値 平均値 75％点 最大値 

倫理 －19.12 －2.18 0.26 0.26 2.67 16.69 

政治・経済 －21.84 －1.98 1.39 1.24 4.65 33.95 

倫理、政治・経済 －14.15 －3.23 －0.45 －0.38 2.38 14.87 

 

図 4 「倫理」の IRTによる得点推定値と実際の得点の差
のヒストグラム 

図 5 「政治・経済」の IRTによる得点推定値と実際の得
点の差のヒストグラム 

図 6 「倫理，政治・経済」の IRTによる得点推定値と実
際の得点の差のヒストグラム 
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3.5 能力パラメータを介した等化 

 表 6は、IRT true score equatingにより作成し
た、「政治・経済」の得点を「倫理」の得点に等化
する換算表である。「政治・経済」の得点の 0点お
よび 99 点以上に対応する θiの値は推定できなか
った。しかし、「政治・経済」の得点の 98点は 100

点に換算されているため、99 点以上も 100 点に
換算してよいであろう。また、「政治・経済」の得
点の 1点は 0点に換算されているため、0点も 0

点に換算してよいであろう。この換算表に基づく
と、「政治・経済」の得点が 55 点から 61 点まで
の場合に、等化によって 19 点加算されることに
なる。 
 

4 考察 
 

 本稿では、2021（令和 3）年度第 1日程の「倫
理」と「政治・経済」のデータについて、「倫理、
政治・経済」のデータと併せることで共通項目デ
ザインのデータとし、IRTを適用することにより、
受験者の「公民の学力」の差の影響を考慮してそ
の難易差を検討した。その結果、次の 3つのこと

が明らかになった。 

 まず、2021（令和 3）年度第 1 日程の「倫理」
の試験に比べ「政治・経済」の試験は難しい項目
が多く、「倫理、政治・経済」受験者に比べ「倫理」
受験者の「公民の学力」は平均的に低く、「政治・
経済」受験者はさらに低いという結果が得られた。
橋本（2021）は「倫理は公民の学力の若干低い層
が若干難しい問題に解答し、政治・経済は公民の
学力のある程度低い層がある程度難しい問題に解
答したために、平均点が大きく開いてしまった」
と結論づけていた。本稿の分析によれば、表 3よ
り、「政治・経済」受験者の「公民の学力」は平均
が－0.390 と推定され、表 2 より、「政治・経済」
の 31 項目の困難度パラメータ推定値の平均は
1.549であった。したがって、橋本（2021）の「政
治・経済は公民の学力のある程度低い層がある程
度難しい問題に解答した」という部分は本稿の分
析で裏付けられた。一方、表 3より、「倫理」受験
者の「公民の学力」は平均が 0.038と推定された
ので、「公民の学力の若干低い層」ではない（ただ
し、「倫理、政治・経済」の 0.394に比べれば低い）。
また、表 1より、「倫理」の 33項目の困難度パラ
メータ推定値の平均は－1.092 であったため「若

表 5 実際の得点，得点推定値，正答数推定値，能力パラメータ推定値の相関行列 

 倫理 

 実際の得点 得点推定値 正答数推定値 能力パラメータ 

実際の得点  .986 .986 .977 

得点推定値   1.000 .977 

正答数推定値    .977 

能力パラメータ     

 政治・経済 

 実際の得点 得点推定値 正答数推定値 能力パラメータ 

実際の得点  .966 .965 .966 

得点推定値   1.000 .998 

正答数推定値    .997 

能力パラメータ     

 倫理，政治・経済 

 実際の得点 得点推定値 正答数推定値 能力パラメータ 

実際の得点  .971 .971 .970 

得点推定値   1.000 .986 

正答数推定値    .985 

能力パラメータ     

注： 得点推定値と正答数推定値の相関は四捨五入すると 1.000であったが厳密に 1ではない（倫理は.9999995、
政治・経済は.9999898、「倫理、政治・経済」は.9999687）。 
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干難しい問題」どころか「若干易しい問題」であ
る。橋本（2021）の表現を本稿の結果で置き換え
ると、「倫理は公民の学力が 0.038 と若干高い層
が困難度－1.092 の若干易しい問題に解答し、政
治・経済は公民の学力が－0.390 とある程度低い
層が困難度 1.549のある程度難しい問題に解答し
たために、平均点が大きく開いてしまった」とい
うことになる。難易差による平均点差を学力差が
さらに広げてしまった事態は、橋本（2021）の見
立てよりも強いものであったといえる。 

 次に、能力パラメータと、そこから推定される

科目得点の関係より、同じ能力パラメータの受験
者で比較すると、2パラメータ・ロジスティック・
モデルにおいて能力パラメータの非常に低い場合
を除いて、「倫理」の方が「政治・経済」より高い
科目得点を取れるという結果が得られた。このこ
とから、「倫理」の方が「政治・経済」よりも易し
いテストであったことが示唆された。 

 第三に、推定された能力パラメータの値を介し
て「政治・経済」と「倫理」の等化を行うと、「政
治・経済」受験者の中には得点が最大で 19点上昇
する者がいることがわかった。受験者の科目間の

表 6 能力パラメータを介した「政治・経済」から「倫理」への得点換算表 

得点 Yi 𝜃෠௜ 換算点𝑌෠௜ 得点 Yi 𝜃෠௜ 換算点𝑌෠௜ 得点 Yi 𝜃෠௜ 換算点𝑌෠௜ 
0  (0) 34 －1.46 46 68 0.93 85 
1 －12.45 0 35 －1.39 47 69 1.02 86 
2 －8.85 0 36 －1.32 49 70 1.11 87 
3 －7.25 1 37 －1.26 50 71 1.20 88 
4 －6.28 1 38 －1.19 52 72 1.30 88 
5 －5.62 2 39 －1.13 53 73 1.40 89 
6 －5.12 3 40 －1.06 55 74 1.51 90 
7 －4.73 4 41 －1.00 56 75 1.62 90 
8 －4.41 5 42 －0.93 57 76 1.74 91 
9 －4.15 6 43 －0.87 59 77 1.86 92 

10 －3.92 7 44 －0.80 60 78 1.98 92 
11 －3.71 9 45 －0.74 61 79 2.12 93 
12 －3.54 10 46 －0.67 63 80 2.26 93 
13 －3.37 12 47 －0.61 64 81 2.42 94 
14 －3.23 13 48 －0.54 65 82 2.58 94 
15 －3.09 15 49 －0.48 67 83 2.76 95 
16 －2.97 17 50 －0.41 68 84 2.95 95 
17 －2.85 18 51 －0.34 69 85 3.17 96 
18 －2.74 20 52 －0.28 70 86 3.40 96 
19 －2.64 22 53 －0.21 71 87 3.67 97 
20 －2.54 23 54 －0.14 72 88 3.96 97 
21 －2.44 25 55 －0.07 74 89 4.31 98 
22 －2.35 27 56 0.00 75 90 4.71 98 
23 －2.27 29 57 0.07 76 91 5.19 98 
24 －2.18 30 58 0.14 77 92 5.77 99 
25 －2.10 32 59 0.21 78 93 6.50 99 
26 －2.03 34 60 0.29 79 94 7.46 99 
27 －1.95 35 61 0.36 80 95 8.81 100 
28 －1.87 37 62 0.44 80 96 10.91 100 
29 －1.80 38 63 0.51 81 97 15.01 100 
30 －1.73 40 64 0.59 82 98 31.51 100 
31 －1.66 41 65 0.67 83 99   (100) 
32 －1.59 43 66 0.76 84 100  (100) 
33 －1.52 44 67 0.84 85    
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「公民の学力」の差を考慮した上で得点差を「完
全に詰める」等化を行った場合、15点を超える得
点の上昇が発生する可能性があることは、本研究
で得られた重要な知見といえるだろう。 

 最後に、本稿の分析の限界と今後の展開につい
て述べる。第 1の限界は、IRTの前提である。IRT

の適用には、1 次元性と局所独立性が前提とされ
る。特に局所独立性に関しては、局所依存性のあ
るデータに IRTを適用すると、識別力パラメータ
が過大推定され、困難度パラメータが過小推定さ
れる問題が知られている（登藤，2012）。本稿のデ
ータは幸いにして 1次元性も局所独立性も満たし
ているとみなせるものであった。しかし、項目を
1 つでも削除すると TRF が計算できなくなって
しまうため、前提の妨げとなる項目を削除するこ
とはできない。前提が満たされない場合に、どの
ようにして TRFを求めるかが課題である。第 2の
限界は、0 点および満点付近の処理である。本稿
のデータでは、「政治・経済」が 0点、99点、100

点の受験者で、対応する能力パラメータの値を推
定できず、換算表では「政治・経済」が 1点およ
び 98 点のときの換算点を援用した。等化の目標
科目（本稿では「倫理」）で、能力パラメータがあ
る程度以下なら 0点、ある程度以上なら 100点に
推定されているならば、本稿と同様に 0点および
100 点に換算すればよく、仮に本方法をそのまま
大学入学者選抜に用いても、その点で問題にはな
らない。しかし、目標科目で能力パラメータの推
定値が高くとも TRF が 100 点にならない場合、
等化の対象科目（本稿では「政治・経済」）の 99

点や 100点に対し、得点を下げる等化を行うのか
という問題が発生する。さらに、共通テストの多
くの問題は多枝選択式であるため、IRTを適用す
るならば 3パラメータのモデルの方が適している
と考えられている。しかし、当て推量を考慮する
と、特に低い得点で対応する能力パラメータの値
が推定できず、true score equatingによる等化が
できなくなってしまう。第 3の限界は共通項目デ
ザインである。本稿では、「倫理」と「政治・経済」
に、それぞれの試験と項目を共有し、受験者の多
い「倫理、政治・経済」のデータを加え、共通項
目デザインとして分析を行ったが、このようにし
て試験問題の難易差を検討できるのは「倫理」と
「政治・経済」の間だけである。しかし、多数の

受験者が 2 科目を選択する「世界史 B」「日本史
B」「地理 B」の間、および理科②の「物理」「化学」
「生物」の間では、共通受験者デザインを用いる
ことで、本稿と同様の分析が可能となる。ただし、
共通項目デザインと共通受験者デザインでどのよ
うに結果が異なるのか、今後検討が必要である。 
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Abstract 
 

In the 1st schedule tests of the Common Test for University Admissions (CTUA) in 2021, 
average scores of “Ethics” and “Politics and Economics” differed by more than 20 points.  
The score adjustment judging committee in the National Center for University 
Entrance Examinations (NCUEE) determined that this difference was caused by the 
difficulty difference of the tests, and implemented score adjustment for “Civics” subjects.  
Not only differences in test difficulty, but also differences in examinees’ ability can lead 
to average score difference.  Therefore, various methods have been proposed to 
examine differences in test difficulty with considering examinees’ ability.  Among them, 
methods for common-item design (CID) can be applied to “Ethics” and “Politics and 
Economics” tests, because “Ethics, Politics and Economics” test shares items with these 
two tests.  This article applied the item response theory (IRT) to the “Ethics”, “Politics 
and Economics”, and “Ethics, Politics and Economics” tests, and examined differences 
in test difficulty with considering examinees’ ability.  We revealed the following.  (1) 
In the 1st schedule tests of CTUA in 2021, the “Politics and Economics” test contained 
more difficult items than the “Ethics” test.  In addition, average civics ability of 
“Politics and Economics” examinees was lower than that of “Ethics” examinees when 
the civics ability is measured by the CTUA Civics tests.  Consequently, the average 
score difference between the “Politics and Economics” and “Ethics” tests increased.  (2) 
Comparing examinees with the same civics ability, higher scores could be expected in 
the “Ethics” test than in the “Politics and Economics” test of CTUA in 2021.  (3) We 
attempted score adjustment between “Ethics” and “Politics and Economics” tests 
through IRT true score equating.  Consequently, it has been revealed that some 
“Politics and Economics” examinees’ score could be added almost 20 points as the result 
of score adjustment.  Although this analysis was applied to data designed as CID, it 
can be applied to data designed as common-examinee design (CED). 
 
Key words: The Common Test for University Admissions, civics tests, common-item 

design, item response theory, equating 
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